東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年8月28日（水）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳 
	加藤
	澁谷
	成田
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	中野
	金谷
	国光

	○
	休
	〇
	〇
	〇
	準
	深
	準
	休
	休
	〇

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	工藤
	荒木田
	佐々木
	古川
	竹内

	○
	休
	休
	　欠
	〇
	深
	〇
	準
	深
	休
	〇

	三浦
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・ストレスチェックの期日が8/31までとなっています。まだ受験していないスタッフは期日までに受験して下さい。
＜入室状況＞
・下斗米　悟様～療養環境変更目的にて東B→西Bへ転出となる。
・木村　格治様～精神症状悪化の為、東B3号室→東A16号室へ移動となる。

・小澤　和子様～療養環境変更目的にて東A15号室→東B1号室へ移動となる。
・松川　順子様～療養環境変更目的にて東A16号室→東A15号室へ移動となる。

＜患者様連絡事項＞

・宮古　克弘様～IFオーダーのレボトミンが不眠時→不穏時へ変更、5回分処方となる。また、排便-6日目の為、ケンエーG浣腸1本処方となる。
・小澤　和子様～排便-7日目、ケンエーG浣腸1本処方となる。
・上野　正志様～食事摂取量安定しており、発熱なく経過している為、本日から点滴中止となる。

・宮古　喜久代様～スタッフ付き添いにて日赤病院受診し、検査施行してきている。

・田名部　清一様～排便困難訴えあり、金Drよりセンナリド2T 1×vdsで14日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前の開放観察中お茶飲用後テンキーまで駆け寄り「電気」と訴える事あり。訴えのしつこさは無い。いちい寮へ外泊の為、10:30終日隔離解除となる。帰院後隔離再開予定。
・立花　圭様～終日隔離中。要求時にドア叩きや大声を出す事あり。対面時は不穏さや興奮無く、対応後は穏やか。スタッフ対面時「コーヒーは心臓が痒くなくなる」と妄想様の発言聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。小声で独語しており表情の硬さ見られている。粗暴行為はなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。左上肢、両足背の浮腫持続している。M-T弄り無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・山田　ミヨ子様～ホールにて過ごされている。不調の訴えや帰宅要求はない。
・和田　昌様～ホールにて過ごされている。他者への話し掛け多くあるが、トラブル無く経過。スタッフ対応時不穏さは無い。
・藤井　崇史様～他者の言動に対し大声で叫んだり罵声を上げたりする事あり。スタッフ介入にてトラブル無く経過。
・谷口　隆良様～ホール内徘徊あるが、帰宅要求はない。動作緩慢さあるが、ふらつき無く経過。食事や服薬の拒否は無い。
・田名部　清一様～殆ど自室にて過ごされている。時折来詰し飲水要求あり都度対応している。希死的発言は無いが、やや表情の硬さ見られている。
・中村　豊様～ホールにて過ごされている。スタッフへ挨拶しているが、逸脱行為や性的発言無く経過。
・小向　清志様～午前中はホールにて穏やかに過ごされている。午後より頚部後屈し、車椅子乗車したまま後ろに倒れそうになる事あり。介入に対し易怒性アy粗暴行為見られている。
・木村　格治様～大声での妄想発言や自分の要求を押し通そうとする事あり。説明にも了解悪く、声高さ見られている。
・向山　ユキ様～バイタルサイン異常無し。ベッド柵から足を出したり、脱衣しバルンを弄ったりする事あり。介入に対しスタッフへの粗暴行為ある為、13:15不穏時リスペリドン内用液服用している。服用後も同行為続いており、都度介入要している。
＜深澤Dr.診察情報＞
・千葉　恒義様～臨時薬フルニトラゼパム中止、ルネスタとビムパット追加、他同内容で14日分処方となる。脳波施行指示あり。
・木村　格治様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・谷口　隆良様～入院後血圧高値。血圧3検/日で1週間程様子見るようにとの事。
・澤田　七太郎さま～入院後VRE検査未実施の為、ケンエーG浣腸1本処方となる。
・三輪　一浩様～持参薬を当院処方へ切り替え、8/30より13日分処方となる。
・大久保　すい様～体重測定行い、体重変動に気を付けるようにとの事。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和元年8月28日　11:42

　氏　　名：柿木　真吾（かきき　しんご）様

　生年月日：昭和45年1月7日　49歳

　病　　名：妄想性障害

　性　　別：男性

　　主治医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Bユニット

　(経過）

　小児麻痺により手の動きが悪く、身体障害者手帳を有している。また知的障害を有しており、愛護手帳Bも所持している。高校は青森の養護学校へ入学、卒業後はクリーニング点に勤務していたが、残業などがつらく廃品回収の仕事に転職。その後も様々な理由から転職、最終的には自宅で母の手伝いをしてた。仕事退職時期に抑うつ感から湊病院を受診し入院歴があるが、退院後は精神科病院への通院はなし。

　令和元年5月24日頃より「中国人が30人くらい来ている」「猿と犬がたくさんいるから追い出してくれ」などと訴え、高齢者支援センター寿楽荘が介入開始している。その後も妄想発言は続き、夜間の睡眠も不安定となっている。湊病院受診も検討されたが本人の拒否が強く受診には至らず。青南病院の受診については、本人からの同意が得られていたが、同年6月3日には現在の本人の状況確認すると、金田内科より眠剤を処方してもらっており、その時点では精神科受診は様子を見たいという事になった。6月13日母親が他界後より独語が活発となり、兄が本人に話しかけるが会話も成立しない状態。兄様は現状が続くとトラブルに発展する事を恐れ、疲弊している状態にあったため、再度当院受診を調整し入院予定としていた。しかし当院初診時のR1.7.24、本人からの強い入院拒否があり、外来診療対応に方針変更。当院への通院は行うこと出来ていた。しかし8月14日高齢者支援センターや高齢福祉課担当者と兄様の話し合いが行われ、再度入院での治療希望あり、R1.8.28兄様同意にて東病棟Bユニット2号室へ医療保護入院となる。
※家族洗濯。1～2週間様子を見て業者洗濯へ変更も検討するとのこと。
※売店利用可。5000円/月。
※食器に対し妄想様発言あり。ディスポ食器にて対応。
※金田内科、馬場町眼科へ9月に受診予定。薬無くなり次第、兄様と受診日検討必要。

